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三木 勉

印
刷
部
数
11
万
1
3
0
0
部

東
京
土
建
は
3
月
15
日
、
「
建
設
従
事
者
の
仕
事
と
賃
金
と
権

利
拡
充
へ
、
組
織
の
拡
大
強
化
に
仲
間
の
力
を
結
実
さ
せ
、
建
設

産
業
民
主
化
運
動
と
社
会
保
障
拡
充
運
動
を
現
場
と
地
域
で
大
展

開
し
よ
う
」
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
第
73
回
定
期
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策

で
1
泊
大
会
を
1
日
大
会
に
変
更
し
、
本
部
会
館
と
9
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
か
れ
た
会
場
を
ラ
イ
ブ
配
信
で
繋
い
で
議
事
進
行
し
ま
し

た
。
全
体
の
参
加
者
は
代
議
員
が
3
0
8
人
、
代
議
員
以
外
の
本

部
役
員
が
19
人
、
特
別
代
議
員
が
37
人
の
3
6
4
人
で
し
た
。

入廷行進を行なう第3陣原告団

大
会
は
議
長
に
金
子
昭
二
（
三

鷹
武
蔵
野
）、可
兒
美
憲（
練
馬
）、

鈴
木
寛
次
（
多
摩
・
稲
城
）
、
書

記
長
に
吉
川
豊
（
文
京
）
の
皆
さ

ん
を
は
じ
め
と
す
る
諸
役
員
を
確

認
し
て
始
め
ま
し
た
。

冒
頭
、
松
丸
委
員
長
が
中
央
執

行
委
員
会
を
代
表
し
て
、
仲
間
が

一
丸
と
な
っ
て
進
め
て
き
た
昨
年

の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
、
今
大

会
で
決
定
さ
れ
た
方
針
に
向
け
て

奮
闘
し
よ
う
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。
（
2
面
に
掲
載
）

今
大
会
に
は
来
賓
は
出
席
せ

ず
、
95
通
の
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

基
調
報
告
に
立
っ
た
小
番
書
記

長
は
5
カ
年
計
画
最
終
年
の
2
0

1
9
年
度
の
組
織
建
設
と
現
場
改

善
な
ど
、
取
り
組
み
経
過
と
教
訓

を
報
告
。
2
0
2
0
年
度
の
運
動

の
重
点
と
し
て
、
政
治
課
題
・
産

業
課
題
に
し
っ
か
り
関
わ
る
組
織

づ
く
り
な
ど
、
4
つ
の
運
動
の
柱

を
中
心
に
組
織
づ
く
り
を
実
践
す

る
と
強
調
し
ま
し
た
。

質
疑
は
事
前
通
告
制
と
し
、
質

問
・
意
見
・
要
望
が
59
本
寄
せ
ら

れ
、
答
弁
の
み
行
な
い
ま
し
た
。

分
科
会
が
開
催
で
き
な
い
た

め
、
各
専
門
部
か
ら
2
0
2
0
年

度
の
重
点
方
針
の
み
提
案
し
ま
し

た
。（
3
・
4
・
5
面
に
掲
載
）。

採
決
は
画
面
を
通
し
て
行
な

い
、報
告
・
提
案
と
大
会
宣
言
・
ス

ロ
ー
ガ
ン
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

新
た
に
選
出
さ
れ
た
新
年
度
中

央
執
行
委
員
が
紹
介
さ
れ
、
代
表

し
て
中
村
隆
幸
新
委
員
長
が
、
変

則
的
な
大
会
に
な
っ
た
中
で
の
協

力
に
感
謝
し
、
退
任
役
員
に
は
労

い
の
言
葉
を
か
け
ま
し
た
。
そ
し

て
働
き
方
改
革
や
建
設
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
自
分
た

ち
の
も
の
に
な
る
ま
で
仲
間
の
結

集
で
た
た
か
う
、
仕
事
確
保
や
命

と
暮
ら
し
を
守
る
運
動
で
も
課
題

は
山
積
し
て
い
る
、
組
織
拡
大
強

化
と
要
求
実
現
は
車
の
両
輪
だ
と

強
調
し
、
団
結
し
て
難
局
を
乗
り

越
え
、
要
求
実
現
を
勝
ち
取
ろ
う

と
決
意
表
明
し
ま
し
た
。

ま
た
退
任
役
員
を
代
表
し
て
松

丸
前
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。
（
8
面
に
掲
載
）

最
後
に
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
全

会
場
の
参
加
者
が
唱
和
し
閉
会
し

ま
し
た
。

3
月
24
日
、
全
国
の
ア
ス
ベ
ス

ト
被
害
者
・
遺
族
は
札
幌
、
さ
い

た
ま
、
東
京
、
横
浜
の
4
つ
の
地

方
裁
判
所
へ
一
斉
提
訴
を
行
な
い

ま
し
た
。
こ
の
日
、
東
京
地
裁
前

で
は
首
都
圏
建
設

ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟

統
一
本
部
が
集
会

を
開
催
。
東
京
第

3
陣
原
告
（
東
京

土
建
16
人
）
、
第

1
陣
・
2
陣
原
告
、
弁
護
団
、
支

援
組
合
（
東
京
土
建
、
千
葉
土

建
、
首
都
圏
建
設
ユ
ニ
オ
ン
、
東

建
従
、
東
京
建
設
）
か
ら
85
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
初
め
に
松
丸
統
一
本

部
長
が
3
陣
原
告
の
皆
さ
ん
の
強

い
意
志
が
国
、
メ
ー
カ
ー
、
世
論

に
も
訴
え
る
重
要
な
意
味
を
も

つ
、
裁
判
に
依
ら
な
い
補
償
基
金

創
設
を
め
ざ
す
と
勝
利
へ
の
決
意

を
込
め
て
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

弁
護
団
の
決
意
表
明
で
は
佃
事

務
局
長
が
、
今
年
は
首
都
圏
で
は

東
京
2
陣
訴
訟
が
東
京
地
裁
で
、

神
奈
川
2
陣
訴
訟
が
東
京
高
裁
で

そ
れ
ぞ
れ
判
決
を
迎
え
、
最
高
裁

に
係
っ
て
い
る
神
奈
川
、
京
都
、

大
阪
、
東
京
、
九
州
の
1
陣
訴
訟

が
秋
か
ら
冬
に
判
決
が
出
る
と
推

測
さ
れ
る
重
要
な
年
に
な
る
。
最

初
に
提
訴
し
て
か
ら
12
年
を
迎

え
、
全
面
解
決
す
る
年
に
第
3
陣

提
訴
を
し
て
い
く
と
提
訴
の
意
義

を
強
調
。
4
地
裁
へ
の
一
斉
提
訴

と
京
都
、
福
岡
の
追
加
提
訴
も
行

な
わ
れ
、
2
0
0
人
弱
の
新
た
な

原
告
が
加
わ
り
、
全
国
で
1
0
0

0
人
を
超
す
原
告
に
な
っ
た
。
1

陣
、
2
陣
、
3
陣
と
支
援
組
合
と

と
も
に
一
層
団
結

し
て
た
た
か
っ
て

い
く
と
述
べ
ま
し

た
。3

陣
原
告
の
訴

え
で
吉
田
共
同
代

表
、
木
内
共
同
代
表
、
勝
田
共
同

代
表
が
紹
介
さ
れ
、
代
表
し
て
吉

田
さ
ん
が
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
、
第
3
陣
原
告
団

は
1
陣
、
2
陣
原
告
や
支
援
組
合

に
見
守
ら
れ
る
中
、
入
廷
行
進
を

行
な
い
、
東
京
地
裁
へ
訴
状
を
提

出
し
ま
し
た
。

3
陣
原
告
の
江
戸
川
支
部
の
川

部
進
さ
ん
（
電
工
）
は
「
3
年
く

ら
い
前
か
ら
健
康
診
断
で
肺
の
疾

患
を
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

ア
ス
ベ
ス
ト
が
原
因
だ
と
分
か
っ

た
の
は
最
近
で
す
。
ア
ス
ベ
ス
ト

が
危
険
だ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た

が
、
自
分
が
な
っ
て
し
ま
う
と
は

思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
皆

さ
ん
と
一
緒
に
活
動
し
よ
う
と
決

意
し
ま
し
た
。
12
年
以
上
も
か
か

る
裁
判
は
と
ん
で
も
な
い
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

中村隆幸新委員長

9会場と結んで団結ガンバローを行なった（本部会館）

■
先
日
、
国
際

環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ

Ｆ

ｏ
Ｅ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ

ｎ
の
満
田
夏
花
事

務
局
長
の
講
演
を

聞
い
た
。
講
演
の
中
心
は
「
見

え
な
い
化
」
さ
れ
る
原
発
事
故

被
害
。
富
岡
町
在
住
の
91
歳
の

男
性
は
、
復
興
と
い
う
掛
け
声

だ
け
声
高
に
叫
ば
れ
る
が
町
に

は
商
店
が
な
く
、
車
の
運
転
が

出
来
な
け
れ
ば
暮
ら
せ
な
い
。

政
府
が
2
0
2
0
年
に
避
難
者

ゼ
ロ
に
す
る
と
い
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
を
聞
く
と
自
分
た
ち

の
存
在
が
消
さ
れ
る
思
い
に
な

る
と
語
っ
た
そ
う
だ
。

■
常
磐
線
の
富
岡
駅
と
浪
江

駅
間
が
開
通
し
、
マ
ス
コ
ミ
も

復
興
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

し
か
し
列
車
は
帰
還
困
難
区
域

を
通
過
し
て
お
り
、
健
康
被
害

を
懸
念
す
る
声
が
上
が
っ
て
い

る
。
政
府
は
汚
染
水
処
理
で
は

海
洋
放
出
も
あ
り
き
の
判
断
を

し
て
い
る
が
、
除
去
さ
れ
な
い

ト
リ
チ
ウ
ム
や
他
の
核
種
に
よ

る
環
境
へ
の
影
響
を
軽
視
し
て

い
る
。
環
境
省
は
汚
染
土
を
運

び
出
す
量
を
減
ら
し
た
く
て

「
再
利
用
」を
目
論
ん
で
い
る
。

■
東
日
本
大
震
災
9
周
年
追

悼
式
が
中
止
さ
れ
る
な
か
で
出

さ
れ
た
安
倍
首
相
の
追
悼
の
言

葉
に
よ
れ
ば
、
「
世
界
の
多
く

の
方
々
に
、
『
復
興
五
輪
』
と

言
う
べ
き
本
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
の

機
会
を
通
じ
て
、
復
興
し
つ
つ

あ
る
被
災
地
の
姿
を
実
感
し
て

い
た
だ
き
た
い
」の
だ
と
い
う
。

延
期
と
な
っ
た
「
復
興
五
輪
」

だ
が
、相
変
わ
ら
ず
一
貫
し
て
、

福
島
の
被
害
を
見
え
な
く
さ
せ

て
被
災
者
支
援
を
打
ち
切
る
方

便
に
な
っ
て
い
る
。

団
結
し
て
難
局
乗
り
越
え
る

組
織
拡
大
と
要
求
実
現
は
両
輪

アスベスト

全
面
解
決
す
る
年
へ

オ
ス
プ
レ
イ
撤
退

署
名
に
ご
協
力
を

東
京
第
３
陣
原
告
が
提
訴

東
京
土
建
も
加
盟
す
る
オ
ス
プ

レ
イ
反
対
東
京
連
絡
会
は
都
知
事

あ
て
の
「
東
京
・
横
田
基
地
か
ら

の
Ｃ
Ｖ
―
22
オ
ス
プ
レ
イ
部
隊
の

撤
退
を
政
府
に
求
め
る
請
願
」
を

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
群
1
枚
の

目
標
で
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。


